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ス
リ
ム
化
前
提
、
賛
成
も

事
業
費
の
膨
張
に
伴
・２
巾
民

へ
の
負
担
増
か
ら
見
直

し
を
求
め
て
き
た
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
再
開
発
事
業
。

芦
屋
市
が
将
来
の
負
担
軽
減
に
向
け
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
賛
成
に

至
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
目
指
す

上
で
行
財
政
改
革
の
肝
と
な
る
市
職
員
の
定
員
管
理
に

関
し
て
具
体
案
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
推
移
を

厳
し
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

整
備
が
進
む
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区

と
い
う
危
機
的
な
財
政
見
込
み

を
発
表
。
こ
の
状
況
下
に
お
い

て
は

「こ
の
ま
ま
再
開
発
事
業

を
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
の
判
断
に
至
り
、
事
業
費
縮

減
と
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

進
す
る
よ
う
に
求
め
て
き
ま
し

行
財
政
改
革
は
途
上

駅
前
交
通
課
題
の
解
消
を
目

指
し
た
再
開
発
事
業
を
め
ぐ
つ

て
は
、
２
０
２
０
年
２
月
、
市

が
議
会
に
対
し
て
事
業
費
が
従

来
よ
り
も
５８
億
円
増
加
し
た
１

８
８
億
円
に
な
る
と
の
報
告
を

突
如
と
し
て
提
示
．
ほ
ぼ
同
時

に
２
０
２
７
年
に
は
基
金
残
高

が
ゼ
ロ
に
な
り
、
２
０
２
９
年

に
は
マ
イ
ナ
ス
９
億
円
に
な
る

芦屋駅南地区再開発

にジャーナリストの

元産経新聞記者

た
。
市
は
そ
の
後
、
総
事
業
費

を
約
３０
億
円
削
減
す
る
案
を
提

示
。
さ
ら
に
今
社東
ム
で
職
員
の

定
員
管
理
を
実
施
し
、
年
度
ご

と
に
報
告
す
る
と
し
、
基
金
残

高
見
込
み
が
２
０
２
７
年
に
９５

億
円
に
改
善
す
る
と
し
た
こ
と

が
賛
成
の
主
な
理
由
で
す
。
ま

た
、
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
な
ど
同
駅
北
と
の
一

体
運
用
も
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

一
方
、
行
財
政
改
革
に
向
け

た
職
員
の
定
員
管
理
に
関
し
て

は
、
数
値
目
標
と
い
つ
た
具
体

策
は
な
く
、
そ
の
効
果
は

「期

待
値
」
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
人
口

減
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
が
本

格
化
す
る
な
か
、
財
政
悪
化
の

懸
念
払
拭
に
向
け
た
取
り
組
み

の
本
気
度
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
報
酬
５
％
削
減

コ
ロ
ナ
対
策
に
注
力

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
長
期
化
に
伴
い
、
市
民

生
活
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と

な
ど
を
受
け
、
今
年
４
月
か
ら

来
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
議

員
報
酬
を
５
％
削
減
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
削
減
に
よ

り
捻
出
さ
れ
た
金
額
の
使
途
と

し
て

「市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
向
け
た
事
業
」
に
充
当
す
る

こ
と
を
求
め
た
付
帯
決
議
が
自

民
党
の
福
井
美
奈
子
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
７
月
か
ら
２１
年

３
月
に
か
け
て
も
、　
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
を
理
由
に
議
員
報
酬
を

５
％
カ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。

■

本市の新型コロ
ナウイルス対策
ホームページ

大学受験料10万円給付、条件緩和求める

経済的な理由により大学などへの進学

を断念することがないように芦屋市は今

年度からブ臨果税世帯相当の受験生を対象

に受験料を給付する制度を開始します。

全国的にも珍しい取り組みで、上限は

10万円で 3校まで。合否不間で、申請は

1人 1回限り。受験費用は、大学入学共

通テス ト (1万 2000～ 1万 8∞0円 )、 私

大 (約 3万 5αЮ円、歯・医学部4万～ 6

万円)、 国公立大 (約 1万 7αЮ円)と なっ

ています。

兵庫県内の大学進学率は M.3%(2021
年、全国平均 弘 9%)の全国3位で、本

市でも大学進学熱は高いのが現状)現行

受験生の支援制度力鴻」設された

では大学、短大などが対象ですが、専門

学校の進学希望者もおり、さらなる対象
の拡大を求めていきたいと考えています。

第
１
回
定
例
会
で
は
、
今
後
１０
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

「第
５
次
芦

屋
市
総
合
計
画
」
や

「新
行
財
政
改
革
基

本
計
画
」
な
ど
踏
ま
え
た

一
般
会
計
４
２

９
億
２
６
０
０
万
円

（前
年
度
比
１
・
３

％
増
）
に
及
か
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
い
ま
も
つ
て
勢
い
が
衰
え
ず
新

た
な
変
異
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
懸
念
が
ぬ
ぐ
え

な
い
ま
ま
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
国
外
に

目
を
向
け
ま
す
と
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
対
す
る
軍
事
侵
攻
に
伴
う
物
価
高

や
景
気

へ
の
影
響
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
予
算
特
別
委
員
会
や
常

任
委
員
会
で
の
審
議
を
中
心
に
報
告
い
た

し
ま
す
。
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打出公園にある「サルのオリ」

作
家
、村
上
春
樹
氏
の
デ
ビ
ュ
ー
作
、
「風

の
歌
を
聴
け
」
。
本
市
を
モ
デ
ル
と
し
た

海
辺
の
街
を
舞
台
に
大
学
生
の
ひ
と
夏
の

出
来
事
を
綴
っ
た
作
品
で
、
「サ
ル
の
オ
リ
」

の
あ
る
打
出
公
園

（打
出
小
槌
町
）
が
印

象
的
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
市
は
公
園
を

広
く
活
用
す
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計

画
を
策
定
、
オ
リ
を
撒
去
す
る
方
針
で
す

が
、
今
議
会
で
は
オ
リ
の
存
続
に
つ
い
て

幅
広
く
民
意
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め

る
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
早
期

着
工
を
求
め
、
陳
情
採
択
に
反
対
し
ま
し

た
が
多
数
を
得
ず
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

既
に
オ
リ
は
使
わ
れ
な
く
な
つ
て
１０
年

以
上
た
ち
、
地
元
自
治
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
７
割
が
撤
去
に
同
立民
　
一
方
、
市
は

公
園
内
に
作
品
に
関
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
作
成
す
る
方
針
で
す
。
フ
ア
ン
が
多
い

村
上
氏
の
作
品
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
も

「芦
屋
ブ
ラ
ン
ド
」
の
向
上
に
は

一
役
買

え
る
で
し
よ
う
ｃ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
そ
の

た
め
の
具
体
的
な
提
案
と
言
え
ま
す
。

住
民
意
思
を
確
認
す
る
も
の
と
は
い
え

市
方
針
を
安
易
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
問
い
、

左
右
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
議
会
の
存
在

意
義
も
問
わ
れ
か
ね
ず
、
市
政
の
混
乱
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
陳
情
採
択
が

本
当
に
地
域
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
に

な
る
の
か
。
議
会
も
市
も
よ
く
考
え
て
結

論
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ラ

′ム

晰

」豊光 :か十 幸
」 _上_′V ノ σヽ

ま
ず
は
打
出
公
園
整
備
を

保
健
所
な
ど
統
廃
合

反
対
署
名
‐８７９
筆
提
出

県
が
示
し
た
芦
屋
保
健
所

（公
光
町
）
や
芦
屋
警
察
署
南

芦
屋
浜
駐
在
所

（陽
光
町
）
の

統
廃
合
計
画
を
受
け
、
自
民
党

市
議
団
と
し
て
施
設
維
持
を
求

め
る
署
名
活
動
を
実
施
。
署
名

数
は
１
８
７
９
筆
に
上
り
、
県

知
事
に
送
付
致
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
保
健
所

や
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
駐
在
所
の
存
在
は

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
駐
在
所
に
関
し
て
は
、

「南
芦
屋
浜
詰
所
」
と
し
て
運

用
し
、
高
浜
交
一脊
勤
務
員
の
立

ち
寄
り
や
バ
ト
カ
ー
勤
務
員
の

駐
動
最
言
戒
の
拠
点
と
す
る
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
も

県
方
針
を
注
意
深
く
見
守
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

新
設
さ
れ
る

「神
戸
レ
ー
ダ
ー
施
設
」ｃ

沿
岸
部
の
防
災
力
向
上
に
期
待
が
か
か
る

露
大
使
館
に
抗
議
文

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
問

題
で
芦
屋
市
議
会
は

「容
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
暴
挙
」
な
ど
と

す
る
抗
議
文
を
駐
日
ロ
シ
ア
大
使

館
に
送
付
し
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
対
す
る
募
金
活
動
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
私
個
人
の
活
動
と
し

て
記
者
時
代
の
後
輩
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
に
詳
し
い
佐
々
木
正
明
大

和
大
学
教
授

（元
産
経
新
聞
モ
ス

ク
ワ
支
局
長
）
を
講
師
に
招
い
た

講
演
会
を
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
佐
々
木
教
授
は
約
８０
人
の

市
民
に
対
し

「大
き
な
時
代
の
転

換
期
で
世
界
は
不
確
実
性
の
時
代

に
突
入
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

海上保安庁|♯申戸ポー トア

イランドで来年不刻動予定の大

阪湾海上交通センター 「神戸
レーダー施設」を公開しまし

た。南芦屋浜地区で甚大な浸
水被害が出た2018年 9月 の台

風21号を教訓に海域監視によ

る船舶・漂着物による事故防
止につなげようと、同庁が整

備を推進 していました。
災害時は防潮堤といったハ

― ド面での整備に加え、レー

ダー施設による情報提供とい

うソフト面での対策も重要で

す。災害時の安全安心につな

げるような運用に期待します。

―
ダ
ー
施
設

来
年
稼
働

(鵡轟遺)

表彰する「富田
福 はなんだと思
まる日だ」 と答
は春の訪れを感
代 にも確実に季
ができることは
少な くとも無関

庭園都市を目指す本市でも花が咲き乱れ
るようになった。本市が優れた現代詩集を
砕花賞」の第 1回受賞者、長田弘氏は「幸
うか ?」 との問いに「いつの年 も春のはじ
えている。 コロナや紛争で傷ついた地域に
じる余裕はないかもしれないが、そんな時
節は巡 る。春を早期 に導 くためには私たち
何か。事は日本一国で済む問題ではないが、
心のままでいいはずはないと自戒 している。
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【川上朝栄 (かわかみ。あさえ)プロフィル】

1973年 12月 生まれ、48歳。妻と娘 2人 の

4人家族。岡山白陵高校を経て、学習院大

学経済学部卒業後、産経新聞社に記者とし

て入社c内閣府や東京証券取引所キャップ

等を務め、政治経済の現場を取材。著書に「関

西経済大研究」「達人の世界」(産経新聞出版、

共著)。 趣味はテニス、スキー.高校野球鑑賞。

資格 :社会福祉主事、介護職員初任者

e-mail : kawakamiasae@gmail"com HP: https:,/,/kawakami-asae.com


